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このレベルでおさえておきたいその他の語
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● について。

語源～

は「反対の・対抗する」を表す接頭辞。これを含む語の例をいくつか挙

げてみよう

(生命の) → 対抗する生命 ⇨ 抗生物質

(感情) → 反対の感情 ⇨ 反感

(北極の) → 北極の反対 ⇨ 南極

(= ) → 反対の名前 ⇨ 反意語

(行う) [動詞語尾] → 反対に行う ⇨ 反対する

● について。

語源～

は「自分 」を表す接頭辞。例を挙げてみよう。

(動く) [形容詞語尾] → 自分で動く ⇨ 自動の

(政権) → 自分の政権 ⇨ 独裁

(書く) → 自分で書く ⇨ 自筆(のサイン・原稿)

(人生) (書く) → 自分の人生を書く ⇨ 自叙伝

が「自動車の」という意味を表すこともある。 は「自動車製造

業者」。

それから は「書く」を表す語幹。これも例を挙げてみよう。

人前で･公に → 公に書かれたもの ⇨ プログラム

方法 → 書くための方法 ⇨ 文法

遠くに → 遠くに向けて書かれたもの ⇨ 電報

光 → 光で記録した 書いた もの ⇨ 写真
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● について。

語源～

は「壊れる わす 」という意味の語幹。 は「銀行との関係が

壊れる → 破産した」となる。 は「破壊、決裂」、

「① 怒りなどの 爆発 ②噴火」などにも含まれている。他にこの

を含む語の例をいくつか挙げてみよう。

一緒に → 自分と一緒に相手を壊し落としめる ⇨ ①～を堕落させる

②堕落 腐敗 した

分離 → バﾗバﾗにして壊す ⇨ 混乱 分裂 させる

間に入って → 間に入って関係を壊す ⇨ 邪魔をする、分断する

● について。

語源～

は「声・呼ぶ」を表す語幹。これは 声 、 声の など

からも類推がつきやすい。 語彙 も「声に出されるもの → 語彙」

となる。そして は「外 呼ぶ → 声を出して外に呼びかける

→ 呼び起こす、引き起こす」となる については ページを参照せ

よ）。これら以外でこの語幹を用いる語の例をいくつか挙げてみよう。

名詞語尾 → 神様がせよその人に呼びかけたもの ⇨ 天職、職業

前に → 自分の前に呼び出す ⇨ ① 人などを 挑発 刺激 する

② 感情などを 呼び起こす

後ろに → 後ろに呼び戻す ⇨ 命令・約束などを 撤回する
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● について。

いろいろな「ゴミ」

① … 主に台所から出る「生ゴミ」。

② …「紙クズ・木クズ・ぼろクズ」といった小型で水気のない

ゴミ。

③ … より大きな「廃棄物」。

※この は ﾚﾌｭｰｽ と発音する。

④ … 道路などに散らかった「紙くず・空きびん・空き缶等」。

● について。

他人のキャッシュカードなどの磁気情報を不正に読み取る犯罪のこともスキミングと言う

が、これは「大切な情報 上澄み をすくい取る」ということ。

● について。

音楽の世界で「トリビュート・アルバム」というのがあるが、それは「功績のある歌手等

に対して賞賛の意を込めて作られるアルバム」のこと。複数の歌手によって対象となる歌

手の曲をカバーした形式になることが多い。

● について。

語源～

は「生命、魂、霊魂」という意味の語幹。生命あるものは呼吸をして

いるので「呼吸、息」という意味もある。 は「息をしているもの →

生きているもの → 動物」となる。 は「 静止画に 生命を吹き込
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むこと → アニメ ーション 」となる。「 物語などを アニメ化する」は

と言う。 は「生き生きとした、活気のある」という形容詞

としても用いる。 は「全員一致の」という意味だが、「一つの

心・魂 形容詞語尾 → みんなの心が一つになった → 全員一致

の」となる。
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このレベルでおさえておきたいその他の語

⒈

バｯド 「つぼみ、芽」 名

花のつぼみが開き始めていた

⒉

ヴｪｽﾙ 「①船舶 ②容器 ③脈管」 名

・ 客船 軍艦・商船

語 血管

⒊

ﾚｲデｨｴｲｼｮﾝ 「①放射能 ②放射線」 名

彼らは原子炉から出た放射能の拡散を止めようとした

形 放射能の

光り 輝く

⒋

ﾌｧｰﾆｼｭ 「① 必要なものを 供給する ② 家具などを 備えつける」 動

その家は家具の備えが貧弱だ 良い

名 家具
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⒌

デｨピｸﾄ 「～を描く、描写する 」 動

その作家はそこで実際に何があったかを正確に描いた

名 描写

⒍

ｽｨグﾆﾌｧｲ 「①～を表す ②～を意味する ③ 否定･疑問文 重要である」 動

彼はうなずいて承諾の意を表明した

形 ①意味がある ②重要な、意義深い

⒎

デｨｸﾃｲﾄ 「①～を指図する ②～を書き取らせる ③～を決定づける」 動

彼はスタッフにに仕事のやり方を指示した

名 ①命令、指図 ②口述

⒏

ｲｸｽﾃｨﾝグｩｲｯｼｭ 「① 火・光などを 消す ② 希望・情熱などを 失わせる」 動

警備員はビル内の全ての照明を消した

⒐

ヴｪｲﾝ 「①血管 ②静脈 ⇔ 動脈 」 名

その女性は自分の手首の静脈を切って自殺した

語 Ａという傾向、Ａなところ 特徴
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ピﾙグﾘﾑ 「巡礼者」 名

毎年多くの巡礼がエルサレムへ行く

 というと 年 号でアメリカ大陸に渡り

州 に植民地を開いた約 名の英国清教徒の一団のことを指して言う。

ﾚジｽﾚｲｼｮﾝ 「①法律 ②立法」 名

議会は人種差別を禁止する法律を可決 制定 した

形 立法の

動 法律を制定する

ｲﾝﾌｨﾆﾄ 「無限の ⇔ 有限の 、無数の、莫大な」 形

空には無数の星がある

名 無限

ｽペｷｭﾚｲﾄ 「①～を推測 思索 する ②投機する」 動

少女は自分はどんな人と結婚することになるだろうかと思いを巡らせた

名 ①推測 ②投機

形 ①推測の ②投機の
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ブﾚｽ 「① 神が ～に恩恵を与える、～を守る ②～を祝福する」 動

司教は信徒たちを祝福してくれた

 神があなたをお守りくださりますように というフレーズで を

覚えるといい。

名 恩恵、祝福、ありがたいもの、幸運

ｲｸｽプﾘｽｨｯﾄ 「①明白 確 な ②率直な、あからさまな」 形

ジャックはその提案をどう思っているかをはっきり述べた

反 ①暗黙の ②内在している

語 暗黙の批判

デｭｰビｱｽ 「① 物事が 疑わしい ② 人が～を 疑って」 形

上司は私がその新しい企画がうまくいくかどうか危ぶんでいた

 は とほぼ同じ。

ヴｪｲﾝ 「①無駄な ②うぬぼれた、自慢する」 形

キムは自らの美貌を自慢している

語 無駄に な 、むなしく い

名 ①空虚 ②虚栄心
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ｱドヴｪﾝﾄ 「 大事件・大人物などの 到来、出現」 名

我々はもっと平和な時代の到来を切望している

ｳｪｱﾘｨ 「 ～に 用心深い、油断のない」 形

彼女は金を貸すことには非常に用心深い

語 Ａを油断なく見張る

ｴｲヴｨｴｲｼｬﾝ 「①飛行 術 、航空 術・学 ②航空産業」 名

民間航空

類 鳥類の

ﾘプﾛｳﾁ 「非難 叱責 する 」 動 名

彼女は夫の忘れっぽさを非難 叱責 した

ｲﾑバｰｸ 「① 船・飛行機などに 乗り込む ② Ａを始める、Ａに乗り出

す」 動

彼は新しい事業に乗り出した
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ｱﾝﾘｰｼｭ 「①犬の革ひもをはずす ② 抑えていた感情などを 爆発 発散 させる」 動

彼女は友人に対して怒りを爆発させた

反 ① 犬の 革ひも 名 ②革ひもで犬をつなぐ 動

ﾛｰｽｰﾄ 「 民事 訴訟」 名

彼はその企業を相手どって訴訟を起こした

ｶﾑパﾀブﾙ 「① 機械などが 互換性のある ② ～と 矛盾しない、 人と 気が合う」

形

私の音楽プレーヤーはそのコンピュータと互換性がない つなげられない

デｨプﾛｳﾏｽｨ 「外交 的手腕 」 名

政府は平和的外交を用いてわが国を導くべきだ

形 外交の

類 外交官

プﾘﾘﾏﾅﾘｨ 「予備の、準備の」 形 「 予備 準備 段階」 名

その予備交渉は通訳を介して行なわれた
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デｨﾌｨｼｬﾝﾄ 「～が欠けている、不十分な 」 形

王は精神 身体 的に欠陥があった

 この語は 十分な の反意語と考えれば良い。

名 不足

ｽﾚｼｭﾎｳﾙド 「①敷居、入り口 ②始め、出発点」 名

私はその家の敷居をまたいだ その家に入った
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